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終わりに 
大川 恵子 

（DMC 研究センター所長、慶應義塾大学大

学院メディアデザイン研究科教授） 

 

皆さん、ありがとうございました。DMC

所長の大川です。素晴らしい発表とそれに続

く素晴らしいパネル、これをどうクローズす

るのか、私には難しい役目ではありますが、

いろんなことが頭の中を巡りまして、テーマ

の一つであった「標準化」と「ローカル」と

いうような言葉に関連しまして、私が昔から

携わっていた文字コードの標準化について思

いを馳せておりました。 

コンピュータの文字コードの標準化が議

論されるずっとずっと前から、図書館という

のは国際的にどうやって知を共有するかとい

うところで頑張っていらしたと思うのですが、

文字のコードを標準化しない限り、データは

全然比較できませんし、全然共有もできない

のですね。1963 年に ASCII というのが出来

上がって、初めて16進数でAは41だぞとい

うのが決まったからこそ、今の e-mailがあり、

今のテキストがあり、ということなのです。 

私がどこで関連したかっていうと、

Unicode に関する第 1回会議というところに

参加させていただいたことがありまして、

Unicode というのは世界中の全ての文字をな

んとか標準化してみんな共有できるようにし

よう、という熱い熱意のもとに集まったチー

ムなのです。 

様々な学会人、業界人もいっぱい、もち

ろんコンピューターメーカーもたくさん議論

に参加していましたが、初めての第一版とい

うのが 1991年にリリースされた時には 7000

文字。日中韓みんなで喧々諤々、「似て見え

るかもしれないけれど、これとそれは全然違

う字なんだ、これは」っていうのをヨーロッ

パの人達に分かってもらうのがとっても大変

だったんですよね。「これ同じじゃん」、

「いやいや違う違う、同じ字に見えるけれど

も、全然違うんですよ」っていうところから

始まって、欧米の方達はですね、「グリフが

違うだけだろう、形が違うけど同じ字だろう」

と言うのですけど、それは違うよねというの

を本当にコミュニケーションしながら、この

文化をどうやって保存できるのかっていうと

ころから始めないと、この議論は始まらなか

ったんですよね。 

結局それぞれの国のプレーンを作りまし

ょうとか、作るのは無駄じゃないっていうこ

とが色々あって、7000文字の第1版から始ま

って、今2024年は15万文字というのが入っ

た Unicode、こんな分厚い本が出来上がって

いるのですが、これはですね、共有したい、

コミュニケーションを取りたい、私達の文化

を残したい、というすごい情熱を持った人達

が作ってきたと思うのですね。 

本日お話を聞いた様々な皆さんもすごい

情熱を持って、やっぱり図書館という場にい
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らっしゃる。先程おっしゃっていて面白いな

と思ったのが、図書館の知というのはやっぱ

り書籍としてまとまっていることが大前提と

いうところから始まっているけれど、今どう

考えてらっしゃるのかなと疑問に思いながら

聞いていたのですが、主流は Web になって

いるという認識は既にあるみたいなことをお

っしゃってて、そこにどうやって図書館の書

籍となった知が共有しやすくできるのかって

いうことで、本当にオープンに開かれている

ことにすごく感動を受けました。 

色んなことを感動したんですけれども、

あんまり話を長くするとクロージングになら

ないんですが、私が最後に感じたことは、や

りたいことに対して方法が動的に変わってい

る時代であるということが、皆さんのお話を

聞いていて思いました。とある映画で The 

New York Public Libraryの人達が、ある日、イ

ンターネットアクセスのプロバイダーみたい

なことをやり始めるんですよね。それをそれ

なりにお金がかかることなのですけれども、

図書館のテリトリーとして、その仕事はアリ

かナシかみたいなことをもちろん喧々諤々話

すわけですけれども、ある時代、全くプロバ

イダーとかがあんまり発展してなくて、特に

ニューヨークの低所得者層にインターネット

がなかった時代ですよね。そこに図書館がそ

れを使命と認識して、やるんだっていうこと

を決断した人達がいたんだなということで、

この間感動したところですが、やっぱり本を

集めるっていうことは、すごい原点に返ると、

やっぱり知を共有したいとか、情報、カルチ

ャーをちゃんと作りたいとか、すごい情熱だ

と思ったので、原点に帰り、本当にやりたい

ことはどうやったらできるのか、という目で

いろんなことをやらなきゃいけない時代にな

ってきたんだなというのをすごく思いました。 

最後にですね、実は今回のお話でいろい

ろあったのですけど、池田先生のご発表で、

「治外法権だったからイノベーションが生ま

れた」というのがありまして、私はそこに、

ものすごく感動しました。治外法権だからイ

ノベーションが生まれたっていうのは何なの

だろうなというのを考えてみると、我々今ど

うやったら大学はイノベーティブなことを発

展させられるのかということを一生懸命頑張

っているわけですよね。なので治外法権にし

ちゃうわけにいかないんですけど、そこに治

外法権が何をもたらせたのかっていうことを

我々は噛み締めてデザインしていくことがで

きたら、どんどん発展するんじゃないかなと、

いう風に思ったので、私はクロージングとし

ては治外法権と、そして情熱が次の世代をつ

くるんじゃないかと言うことで締めさせてい

ただきたいと思います。 

今日は本当に色々と素晴らしいお話、そ

してパネル、そしてオーディエンスの皆さん

もお越しいただきありがとうございました。

こちらにてクローズとさせていただきます。 

49

慶應義塾大学DMC 紀要12(1), 2024


